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は じめに

食物内容を明らかにすることは,鳥類の生態を調べる上で基本的なことである.マガンＡ"sの．

α/6胡りれｓは東シベリアから北アメリカの極北部で繁殖し，日本や韓国，中国およびアメリカ

西海岸やメキシコなどで越冬する（delHoyog/αム1992)．マガンの食物内容は北アメリカ

の個体群では詳細に調べられているが（Ｅｌｙ＆Duzbinl994)，東アジアの個体群では詳細な

食物内容の報告例はない．

伊豆沼．内沼周辺は日本に飛来するマガンの代表的な越冬地である（宮林1994)．この地

域のマガンの食物内容については，落ちモミのほか，数種の草本類，たとえばマコモ垂の伽

”肋フカの葉や根，シロツメクサＴﾉａｉ/b/””？”c"ｓの草や茎，根などを採食するという断

片的な観察例があるが（横田1978)，これまで定丑的に調べられた報告はない．

この研究では糞分析法をもちいてマガンの食物内容の季節変化を定fit的に明らかすること

を目的とする．

調査方法

マガンの糞の採集は伊豆沼・内沼周辺（38.43'Ｎ，141.07'E）の水田で，マガンの越冬期間

である1998年10月～1999年２月に月１回行なった．採集日と採集地域，伊豆沼からのおよそ

の距離は，それぞれ10月29日に迫町糠塚（３km)，１１月16日に若柳町南二又（４km)，１２月１５

日に若柳町大岡（７km)，１月12日に中田町金谷（12km)，２月７日に若柳町第二工区（500ｍ）

であった．それぞれの水田は伊豆沼から飛び立ったマガンがその時期にそれぞれよく利用し

ていた水田であった.マガンのおもな食物である落ちモミの丑は稲刈り法によって異なる(嶋

田1999)．条件をできるだけ均等にするため調査はコンバイン刈り水田で行なった．同一個

体からの採集をさけるために500羽以上の大きな群れを対象にしたが,実際に調査した群れサ

イズは1,800±908羽（±ＳＤ，ノＶ＝5）であった．

マガンの採食行動の活性は早朝から10時ごろまで高く，１１時から１４時まで一度低下した後

15時から夕方にかけて再び増加した（嶋田哲郎未発表)．マガンは採食後ｌ～２時間ほどで

糞を排i世する（呉地1984)．新鮮な糞を採集するためにマガンの採食行動の高い時間格を選

択し，群れが少なくとも１時間以上活動したことを確認した後に糞を採集した．糞はもつと
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Ⅸ１１．伊豆沼・内禰周辺における蕊分析法による越冬期のマガンの食性（1998/99年)．

Fig.１．FoodofGreaterWhite-frontedGeesewintel･inginl998/９９atricefieldsaroundLake
lzunuma-Uchinuma,northernJapan,shownbyfecalallalvsis．

も新鮮な100佃を水111全体から任意に採集し,60％アルコールの入った容器にすぐに入れて係

作した．保存した蕊は水洗いした後，蝋素系漂白剤で数分間処理した．処理後，プレパラー

トにのせた少吐の錐に格子状にきざまれたスライドカバーをかぶせ，格子の交点にある内容

物を顕微鏡で確認した．月ごとに400か所の交点の内容物を記録し，モミ，イネの葉、単子葉

類，双子葉類不明植物のそれぞれの割合を求めた（詳細はTakatsukil978を参照)．

結果および考察

マガンの糞内容物は,10～１月にかけてどの月もモミの削合がもっとも商<，全休の40.0～53.

8％を占めた（図１）．イネの葉と単子葉類，双子葉類の葉の占める割合は26.0～47.0％であ

り，イネ葉の割合の減少にともなって単子葉類と双子葉類の割合が増加する傾向が認められ

た．２月は単子葉類の割合がもっとも商く43.2％を占め，次いでモミが多かった．不明は全

体で6.5％から25.6％を占めたが,そのほとんどは単子葉類か双子葉類か判別のつかない植物

体の一部であった．

エネルギー価をみると，モミは草本類よりエネルギー価が高い（呉地ほか1983)．越冬期

のガン類では，厳しい寒さや食物不足などによって脂肪を淵笠するため体重が一時的に減少

するが（Wypkema＆Ankneyl979，Flickinger＆Bolenl979，Elyl992)，春に再び増加

する(MacLandress＆Ravelingl981，GauthierejIaﾉ．1984,Alisauskas＆Ankneyl992)．

ハクガンＡ，ｃ“/z"℃s“"ｓの一腹卯数は繁殖地到若時の脂肪の蓄稜が多いほど大きくなる



1３９

（Ankney＆Maclnnesl978）ことが知られている．このことから越冬期にできるだけ体重

を減らさずに春を迎え，さらに脂肪を蓄積した方が有利である．そのためマガンはエネルギ

ー価の高いモミをもっとも多く摂食したと考えられる．

エネルギー価の高い食物から低い食物へ移行した場合，マガンは１日の採食時間を増加さ

せなくてはならない（Ｏｗｅｎｌ９７２，Elyl992)．実際に調査地周辺でも積雪のためモミが採食

できなくなり，畔などの草本類に食物が移行すると採食時間は増加した（嶋田哲郎未発

表)．さらに呉地･大津（1983）や鈴木ほか（1991）は，マガンはモミがないときの代替とし

て草本類を採食する，と報告している．これらのことからマガンはできるだけモミを選択し

た方がエネルギーを短時間で蓄積できると考えられる．しかしながらマガンの糞にはどの月

もある一定の割合で草本類が含まれており，代替の食物ではなく，積極的に摂食している可

能性がある．草本類はタンパク質をはじめとするさまざまな栄養素を含む（Ｏｗｅｎ＆Black

l990).中でもタンパク質はガンカモ類の栄養状態を評価するために脂肪とともにその重要性

が指摘されてきた（たとえばAnkney＆Maclnnesl978，Ravelingl979)．タンパク質は換

羽に関係がある（Young＆Boagl982，Ｋｉｎｇ＆Murphyl985）ことや食物不足時のエネル

ギー源になること（Elyl992）などが示唆されている．マガンはタンパク質を獲得するため

に草本類を摂食しているのかもしれない．
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FooditemsofGreaterWhite-frontedGeeseA”s"･紅必坊w1swerestudiedbyfecalanalysisatrice

fieldsaroundLakelzunuma-Uchinuma,oneoftheimportantwinteringareasofthisspeciesin

eastemAsia，duringOctobertoFebruary，1998-99．FromOctobertoJanuaryricegrains

predominatedwith40.0-53､8％oftotalcontent,followedbygrassleavesat26､0-47.0％．Ｉn

Februaryricegrainsdecreasedto13.2％,whilegrassleavesincreasedto43､2％．
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